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１. 調査概要 

(1) 調査の目的 

SDGs（持続可能な開発目標）への取組について、教職員及び学生の理解度、考えや実践等の

アンケートを行うことで、本学における SDGs 活動のチェックを行い、改善しながら SDGs 達成

に貢献することを目的としています。 

 

(2) 調査方法・集計表の見方 

(1) 調査方法 

教職員及び学生（学部学生・大学院学生）を対象に、Web 形式によるアンケートを実施し

ました。 

(2) 集計数値の見方 

本報告書に記載する数値は、小数点以下第 2位を四捨五入しているため、合計しても必ず

しも 100％とはなりません。 

帯グラフでは数値が 0.0の場合記載はしません。 

 

(3) 回収結果 

(1) 教員・職員 

調査実施日  ：2024年 12月 9日～2025 年 1月 10日 

回答者数  ：教員（常勤・非常勤） 172 人/873 人 

：職員（常勤・非常勤） 282 人/2,718 人 

(2) 学部学生・大学院学生 

調査実施日  ：2024年 9月 24 日～10月 31日 

回答者数  ：学部学生 3,226 人/7,038人 

：大学院学生 577 人/838 人 

 

(4) SDGs（持続可能な開発目標）とは・・・ 

すべての人々にとってよりよい、より持続可能な未来を築くための青写真です。貧困や不平

等、気候変動、環境劣化、繁栄、平和と公正など、私たちが直面するグローバルな諸課題の解

決を目指します。SDGsの目標は相互に関連しています。誰一人置き去りにしないために、2030

年までに各目標・ターゲットを達成することが重要です。 

【出典：国際連合広報センター】 

 

本学では、第４期中期目標・中期計画において、教育・研究等活動における SDGs の取組の推

進と島嶼地域の課題解決に向けた多様なステークホルダーとの連携・協働を掲げており、これ

らをスムーズに進めていくためには、何よりも教職員が SDGs に関して自分ごとと認識し、自発

的アクションを促していくことが求められます。 
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２. 教員・職員 

(1) 教員・職員の SDGsの理解度 

教員・職員 

SDGsの理解度について、「教員」のうち「内容をよく理解している」と回答した割合が 25.6%

に対し、「職員」は 6.4%と、19.2 ポイントの開きがあります。教員は講義等で実践の機会があ

るものの、職員について実際の行動に結びつけられるような取組を展開していくことが重要で

す。 

教員は約 9 割が SDGs の内容を理解していることから、研究テーマと SDGs の目標やターゲッ

トを結びつけるなどの工夫で、既に SDGsの取組を行っている「気づき」につながることも考え

られます。 

SDGSの理解度＜教員・職員＞ 

 

 

経年比較 SDGSの理解度＜教員＞ 

 

 

経年比較 SDGSの理解度＜職員＞ 

 

 

 

  

＜理解している＞ ＜理解していない＞
内容をよく理解している 内容をあまり理解していない

＋ ＋

内容をある程度理解している 内容をまったく理解していない

93.0% 7.0%

77.3% 22.7%

教員

職員

25.6

6.4

67.4

70.9

6.4

22.3

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員

n=172

職員

n=282

内容をよく理解している 内容をある程度理解している

内容をあまり理解していない 内容をまったく理解していない

＜理解している＞ ＜理解していない＞
内容をよく理解している 内容をあまり理解していない

＋ ＋

内容をある程度理解している 内容をまったく理解していない

令和6年度 7.0%93.0%

令和5年度 91.0% 9.0%

25.6

17.0

67.4

74.0

6.4

8.0

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=172

令和5年度

n=200

内容をよく理解している 内容をある程度理解している

内容をあまり理解していない 内容をまったく理解していない

＜理解している＞ ＜理解していない＞
内容をよく理解している 内容をあまり理解していない

＋ ＋

内容をある程度理解している 内容をまったく理解していない

令和6年度 77.3% 22.7%

令和5年度 76.3% 23.7%

6.4

6.3

70.9

70.0

22.3

22.3

0.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=282

令和5年度

n=363

内容をよく理解している 内容をある程度理解している

内容をあまり理解していない 内容をまったく理解していない
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(2) 課題解決の取組 

教員・職員 

課題解決の取組は、教員の 82.6%が実践しているとの回答に対して、職員は 75.2%となってお

り、7.4ポイントの開きがあります。 

教員・職員ともに、所属別に実践状況に開きがみられるものの、SDGs の取組は自身の生活と

かけ離れたことではないことを理解してもらう必要があります。 

課題解決の取組＜教員・職員＞ 

 

 

経年比較 課題解決の取組＜教員＞ 

 

 

経年比較 課題解決の取組＜職員＞ 

 

 

  

＜取組をしている＞ ＜取組をしていない＞
している

＋ するつもり（予定）がない
する予定

教員 93.6% 2.3%

職員 88.0% 2.8%

82.6

75.2

11.0

12.8

2.3

2.8

4.1

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員

n=172

職員

n=282

している する予定 するつもり（予定）がない 未定

＜取組をしている＞ ＜取組をしていない＞
している

＋ するつもり（予定）がない
する予定

令和4年度 57.3% 1.6%

令和6年度 93.6% 2.3%

令和5年度 72.0% 0.0%

82.6 11.0
2.3

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=172

している する予定 するつもり（予定）がない 未定

60.0 12.0 18.5 9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

n=200

している する予定 未定 していない 無回答

45.3 12.0
1.6
4.7 36.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度

n=192

やっている やる予定 やらない予定 やっていない 未定

＜取組をしている＞ ＜取組をしていない＞
している

＋ するつもり（予定）がない
する予定

令和4年度 36.3% 0.4%

令和6年度 88.0% 2.8%

令和5年度 46.6% 0.0%

75.2 12.8
2.8

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=282

している する予定 するつもり（予定）がない 未定

28.7 17.9 35.8 16.3 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

n=363

している する予定 未定 していない 無回答

19.2 17.1
0.4

21.7 41.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度

n=240

やっている やる予定 やらない予定 やっていない 未定

※ ■の選択肢は、令和 4 年度及び 5 年度は「していない」であったが、

令和 6 年度は「するつもり（予定）がない」に変更しています。 

※ ■の選択肢は、令和 4 年度及び 5 年度は「していない」であったが、

令和 6 年度は「するつもり（予定）がない」に変更しています。 
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(3) 重点的に取り組むべき目標 

①  SDGs17の目標で特に重要であると思う目標（複数回答） 

教員・職員 

割合が高い順に「④質の高い教育をみんなに」、「③すべての人に健康と福祉を」、「①貧困を

なくそう」及び「⑯平和と公正をすべての人に」が教職員ともに上位を占めています。 

教員の特徴は、「⑨産業と技術革新の基盤をつくろう」、「⑬気候変動に具体的な対策を」につ

いて割合が高く、職員は教員と比較し、「⑧働きがいも経済成長も」、「⑥安全な水とトイレを世

界中に」の割合が高くなっています。 

教職員で重要である目標が異なる部分もあることから、各役割に応じた取組事例などの PRを

兼ねた教職員への周知、学外の多様なステークホルダーとの連携などの紹介を通じて、SDGs の

理解度や実践度を高めることが重要です。 

SDGS17 の目標で特に重要であると思う目標＜教員・職員＞ 

  

41.3

26.2

49.4

58.7

21.5

15.7

26.2

18.6
22.1

28.5

15.7 15.7

25.6
20.9

16.3

34.3

7.0

0.0

47.2

31.2

56.0 57.4

15.6 20.9
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14.5
17.0

20.9

12.8
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3.9
1.4
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①
貧
困
を
な
く
そ
う
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飢
餓
を
ゼ
ロ
に

③
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

⑥
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う

⑩
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

⑪
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

⑫
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

⑯
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

特
に
な
い

教員 n=172

職員 n=282
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教員 

経年比較 SDGS17 の目標で特に重要であると思う目標＜教員＞ 

 

職員 

経年比較 SDGS17 の目標で特に重要であると思う目標＜職員＞ 
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②  SDGs17の目標で琉球大学が特に取り組むべきだと思う目標（複数回答） 

教員・職員 

教員・職員ともに、「④質の高い教育をみんなに」が最も高い割合になっています。 

教員については、「④質の高い教育をみんなに」に次いで、「⑭海の豊かさを守ろう」が 47.1%、

「①貧困をなくそう」、「③すべての人に健康と福祉を」が 41.9%となっています。 

職員については、「④質の高い教育をみんなに」に次いで、「⑨産業と技術革新の基盤をつく

ろう」が 40.1%、「⑭海の豊かさを守ろう」が 39.4%となっています。 

「①貧困をなくそう」は教員が 41.9%に対して職員は 22.0%と 19.9 ポイントの開きがあり、

教員と職員で認識が異なっています。 

一方、亜熱帯の島嶼に位置する本学の特徴となる「⑭海の豊かさを守ろう」は教職員ともに

4割程度となっています。 

SDGS17 の目標で琉球大学が特に取り組むべきだと思う目標＜教員・職員＞ 
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教員 

経年比較 SDGS17 の目標で琉球大学が特に取り組むべきだと思う目標＜教員＞ 

 

職員 

経年比較 SDGS17 の目標で琉球大学が特に取り組むべきだと思う目標＜職員＞ 
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教
育
を
み
ん
な
に

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

⑥
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う

⑩
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

⑪
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

⑫
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

⑯
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

令和4年度n=192

令和5年度n=230

令和6年度n=172
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7.9

39.2

73.3

37.5

18.3

10.8

30.4
32.9

40.0

15.0

20.0 20.0 29.6 25.0

36.7

25.4

12.5
15.2

5.5

34.7

77.7

32.0

8.3

24.5

40.2
40.2

17.1 21.5
16.5 23.7

38.3

24.8

25.3

16.3

1.4

22.0

6.7

37.9

84.0

36.2

8.2

23.8

35.8

40.1

13.8
17.7

19.9 25.2

39.4

23.8

23.8
18.1

1.1
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①
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な
く
そ
う

②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

③
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

⑥
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う

⑩
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

⑪
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

⑫
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

⑯
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

特
に
な
い

令和4年度n=240

令和5年度n=363

令和6年度n=282
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③  琉球大学 SDGs推進本部が重点的に取り組むべきだと考える項目（複数回答） 

教員・職員 

「こどもの貧困問題への対応」が教員 36.6%、職員 37.6%で上位となりました。 

教職員が重点的に取り組むべきだと考えている項目を考慮し、SDGs 推進本部における今後の

取組を推進していくことが重要であると考えます。 

琉球大学 SDGS 推進本部が重点的に取り組むべきだと考える項目＜教員・職員＞ 

 

  

25.0

23.3

19.8
19.2

33.1 32.6

26.7

36.6

5.8

15.7
14.5

7.0

14.5

9.3

5.2

7.0

14.5

22.7

2.3

1.2

29.1

27.0

30.1

13.8

34.8

30.1

27.3

37.6

13.5
12.4

20.2

10.3

14.9

11.3

4.6

6.7

10.6

20.2

1.4

0.0
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献
す
る
教
育
実
践
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

授
業
科
目
と
S
D
G
s
目
標
の
関
係
の
可
視
化

S
D
G
s
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

高
大
連
携
に
よ
る
S
D
G
s
の
推
進

産
学
連
携
協
定
に
よ
る
S
D
G
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

S
D
G
s
達
成
に
貢
献
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

I
C
T
を
活
用
し
た
離
島
教
育
環
境
改
善
事
業

子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
対
応

S
D
G
s
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

国
際
貢
献
の
見
え
る
化
と
方
向
性
の
確
認

地
域
と
の
共
同
事
業
に
よ
る
S
D
G
s
目
標
の
対
応
状
況
の
可
視
化
及
び
評
価
へ
の
展
開

S
D
G
s
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
連
規
則
の
改
正

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
な
ど
に
よ
る
S
D
G
s
広
報
の
推
進

S
D
G
s
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
を
活
用
し
た
S
D
G
s
活
動
の
向
上

S
D
G
s
に
関
連
す
る
目
標
と
評
価
指
標
の
設
定
と
進
捗
管
理

県
内
外
の
S
D
G
s
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進

そ
の
他

無
回
答

教員 n=172

職員 n=282
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教員 

経年比較 琉球大学 SDGS 推進本部が重点的に取り組むべきだと考える項目＜教員＞ 

 

  

18.2 17.2

27.1

0.0

32.8

39.1

26.6

32.3

9.4

17.7
22.4

17.2

30.7

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17.7

32.5

22.0

19.0 17.0

25.5
28.0

30.5

47.0

9.0

16.0
20.0

9.5

15.5

7.0

4.0

8.0

17.0 19.5

3.0

0.0

25.0 23.3 19.8
19.2

33.1

32.6

26.7

36.6

5.8

15.7
14.5

7.0

14.5

9.3
5.2 7.0

14.5

22.7

2.3
1.2

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献
す
る
教
育
実
践
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

授
業
科
目
と
S
D
G
s
目
標
の
関
係
の
可
視
化

S
D
G
s
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築

高
大
連
携
に
よ
る
S
D
G
s
の
推
進

産
学
連
携
協
定
に
よ
る
S
D
G
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

S
D
G
s
達
成
に
貢
献
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

I
C
T
を
活
用
し
た
離
島
教
育
環
境
改
善
事
業

子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
対
応

S
D
G
s
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

国
際
貢
献
の
見
え
る
化
と
方
向
性
の
確
認

地
域
と
の
共
同
事
業
に
よ
る
S
D
G
s
目
標
の
対
応
状
況
の
可
視
化
及
び
評
価
へ
の
展
開

S
D
G
s
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
連
規
則
の
改
正

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
な
ど
に
よ
る
S
D
G
s
広
報
の
推
進

S
D
G
s
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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活
動
の
推
進

T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
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活
用
し
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S
D
G
s
活
動
の
向
上

S
D
G
s
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連
す
る
目
標
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評
価
指
標
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設
定
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進
捗
管
理

県
内
外
の
S
D
G
s
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進

そ
の
他

無
回
答

令和4年度n=192

令和5年度n=200

令和6年度n=172
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職員 

経年比較 琉球大学 SDGS 推進本部が重点的に取り組むべきだと考える項目＜職員＞ 
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携
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よ
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携
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D
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ジ
ェ
ク
ト
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推
進

S
D
G
s
達
成
に
貢
献
す
る
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究
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

I
C
T
を
活
用
し
た
離
島
教
育
環
境
改
善
事
業

子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
対
応

S
D
G
s
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

国
際
貢
献
の
見
え
る
化
と
方
向
性
の
確
認

地
域
と
の
共
同
事
業
に
よ
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S
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s
目
標
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対
応
状
況
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視
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取
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ク
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ニ
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他

令和4年度n=240

令和5年度n=363

令和6年度n=282
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(4) 教員と SDGsとの関わり 

教員 

SDGsに関連する科目の提供について、「関心がある」教員（大変関心がある（26.2%）＋まあ

まあ関心がある（49.4%））は、75.6%となっており、令和 5年度と比較すると 5.9ポイント関心

度が下がっています。 

所属別では、「関心がある」としている部局が多い一方、「関心がない」と回答した教員が多

い部局もあり、関心が低い理由の調査も必要です。 

経年比較 SDGSに関連する科目提供への関心度＜教員＞ 

 

 

「あなたは産学官連携で共同・受託研究がありますか。」という設問に対して、「はい」との 

回答は 23.3%、「いいえ」は 76.7%で、「いいえ」が高い結果となります。 

 

SDGSに関連する産学官連携 

 
 

支援制度の利用の意向については、「利用したい」が 43.0%ですが、「どちらともいえない」が

50.6%を占めています。 

支援制度の内容や活用方法、メリットについて、丁寧に説明することで、利用したいと思う

研究者が多くなることが想定されます。 

 

SDGS達成に貢献する研究テーマへの支援制度（学内公募など）の利用意向＜教員＞ 

 

26.2

22.0

49.4

59.5

23.3

14.5

0.6

4.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=172

令和5年度

n=200

大変関心がある まあまあ関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

はい

23.3%

いいえ

76.7%

n=172

29.7 5.4 13.5 27.0 24.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員 n=40

環境・エネルギー・GX（グリーントランスフォーメーション） 教育・学習

健康・Well-being・QOL ダイバーシティ・インクルージョン

生物多様性

はい

（40人）

43.0 6.4 50.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員 n=172

利用したい 利用したくない どちらともいえない
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３. 学部学生・大学院学生 

(1) 学生の SDGsの理解度 

学部学生 

内容を理解している「学部学生」（内容をよく理解している（21.2%）＋内容をある程度理解

している（57.7%））は 78.9%と高い割合になっています。 

学部別では、国際地域創造学部の「内容をよく理解している」（26.9%）、次いで理学部（21.5%）

となります。 

令和 5 年度と比較すると、「内容をよく理解している」の割合が 11.3 ポイント増加していま

す。 

経年比較 SDGSの理解度＜学部学生＞ 

 

 

大学院学生 

内容を理解している「大学院学生」（内容をよく理解している（28.4%）＋内容をある程度理

解している（55.8%））は 84.2%と高い割合になっています。 

令和 5年度と比較すると、「理解している」の割合は 2.6ポイント増加し、理解度が向上して

います。 

経年比較 SDGSの理解度＜大学院学生＞ 

 

 

  

＜理解している＞ ＜理解していない＞
内容をよく理解している 内容をあまり理解していない

＋ ＋

内容をある程度理解している 内容をまったく理解していない

令和6年度 78.9% 16.3%

令和5年度 85.8% 14.2%

21.2

9.9

57.7

75.9

13.7

13.2

2.6

1.0

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=3,226

令和5年度

n=614

内容をよく理解している 内容をある程度理解している

内容をあまり理解していない 内容をまったく理解していない

無回答

＜理解している＞ ＜理解していない＞
内容をよく理解している 内容をあまり理解していない

＋ ＋

内容をある程度理解している 内容をまったく理解していない

令和6年度 84.2% 15.7%

令和5年度 81.6% 18.4%

28.4

18.4

55.8

63.2

12.8

16.1

2.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=577

令和5年度

n=82

内容をよく理解している 内容をある程度理解している

内容をあまり理解していない 内容をまったく理解していない
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(2) 課題解決の取組 

学部学生 

学部学生では「している」の割合は 45.6%、「する予定」の 22.7%と合わせると 68.3%と、令

和 5 年度と比較すると 19.0 ポイント高まっており、取組に意欲がある学部学生は増加してい

ます。 

学部別では「している」の割合は、「旧課程等」を除くと「国際地域創造学部」で 53.4%、「人

文社会学部」で 51.4%と続きます。学年別では、「1 年生」で 48.3%と高学年よりも高くなって

おり、教養科目の講義や学内活動との関連づけで、学習意欲につながっていることが想定され、

学年が上がってからも、大学全体で SDGs の実践活動や意識醸成を図っていくことが重要です。 

経年比較 SDGSの課題解決のための取組＜学部学生＞ 

 

 

大学院学生 

大学院学生では、SDGs の課題解決のための取組を「している」は 48.2%と令和 5 年度よりも

12.6ポイント高まっています。 

研究科別では、「している」の割合は「人文社会科学研究科（博士後期課程）」「地域共創研究

科（修士課程）」「保健学研究科(博士前期課程)」「理工学研究科（博士後期課程）」「法務研究科

（専門職学位課程）」で 5割以上となっています。理工学研究科には、他の研究科よりも沢山留

学生が在籍しているため、研究領域がよりグローバルな分野にまたがり、実践に馴染みやすい

ことが考えられます。 

経年比較 SDGSの課題解決のための取組＜大学院学生＞  

 

  

＜取組をしている＞ ＜取組をしていない＞
している

＋ するつもり（予定）がない
する予定

令和6年度 68.3% 15.3%

令和5年度 49.3% -

45.6 22.7 15.3 11.5 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=3,226

している する予定 するつもり（予定）がない 未定 無回答

28.0 21.3 27.5 23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

n=614

している する予定 未定 していない

＜取組をしている＞ ＜取組をしていない＞
している

＋ するつもり（予定）がない
する予定

令和6年度 78.5% 14.0%

令和5年度 63.2% -

48.2 30.3 14.0 7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和6年度

n=577

している する予定 するつもり（予定）がない 未定

35.6 27.6 23.0 13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度

n=87

している する予定 未定 していない

※ 令和 6 年度と令和 5 年度の選択肢が異なるため、単純比較はで

きません。 

※ 令和 6 年度と令和 5 年度の選択肢が異なるため、単純比較はで

きません。 
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